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何
年
も
前
に
な
る
が
、

「
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
」
と

い
う
言
葉
を
初
め
て
聞
い
た

時
に
は
、
若
干
違
和
感
が
あ

っ
た
。
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
と
イ

ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
を
無
理
や

り
結
び
付
け
た
と
い
う
よ
う

な
感
覚
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
最
近
で
は
、
イ

ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
は
だ
い
ぶ

人
口
に
膾
炙
（
か
い
し
ゃ
）

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ

て
お
り
、
当
初
の
違
和
感
も

な
く
な
っ
た
。

　
評
者
は
現
在
、
損
害
保
険

事
業
総
合
研
究
所
が
主
催
す

る
損
害
保
険
講
座
の
講
師
と

し
て
「
損
害
保
険
市
場
論
」

を
担
当
し
て
い
る
が
、
昨
年

度
の
レ
ポ
ー
ト
テ
ー
マ
と
し

て
、
損
害
保
険
業
界
が
現
在

直
面
し
て
い
る
課
題
か
ら
一

つ
取
り
上
げ
て
論
じ
る
よ
う

に
と
い
う
出
題
を
し
た
。
こ

こ
で
最
も
多
く
の
受
講
生
が

選
択
し
た
テ
ー
マ
は
少
子
高

齢
化
だ
っ
た
が
、
２
番
目
が

イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
だ
っ

た
。
受
講
生
は
損
保
会
社
の

若
手
社
員
が
中
心
だ
が
、
彼

ら
の
業
務
に
と
っ
て
イ
ン
シ

ュ
ア
テ
ッ
ク
が
身
近
な
も
の

に
な
っ
て
お
り
、
保
険
事
業

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
だ
と

認
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
本
書
は
、
イ
ン
シ
ュ
ア
テ

ッ
ク
の
進
展
に
よ
る
保
険
や

保
険
業
の
変
容
に
関
し
て
、

当
面
問
題
と
な
る
、
あ
る
い

は
問
題
と
な
り
得
る
保
険
法

や
保
険
業
法
の
論
点
に
つ
い

て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
論
点
を
検
討
す

る
も
の
と
し
て
、
著
者
は
以

前
に
『
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク

と
保
険
法
』
（
保
険
毎
日
新

聞
社
、
２
０
２
０
年
）
を
刊

行
し
て
お
り
、
評
者
も
同
書

の
書
評
を
執
筆
し
て
い
る

（
保
険
学
雑
誌
６
５
２
号
２

９
９
㌻
）
。
本
書
は
、
こ
の

前
著
の
改
訂
版
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
本
書
で
は
前
著
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
新

し
い
項
目
を
加
え
て
お
り
、

そ
の
加
え
ら
れ
た
部
分
が
本

書
の
約
半
分
を
占
め
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
新
た
な
書
籍

と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　
前
著
で
取
り
上
げ
た
項
目

は
、
Ｐ
２
Ｐ
保
険
（
本
書
第

１
章
）
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
保

険
（
第
２
章
）
、
保
険
会
社

に
よ
る
情
報
の
大
量
収
集

（
第
４
章
）
、
保
険
制
度
に

お
け
る
「
信
頼
」
の
変
容

（
第
７
章
）
の
四
つ
で
あ

る
。
本
書
で
は
い
ず
れ
の
項

目
に
つ
い
て
も
前
著
か
ら
大

幅
に
加
筆
さ
れ
て
い
る
が
、

各
部
分
の
結
論
は
基
本
的
に

前
著
か
ら
変
わ
っ
て
い
な

い
。
な
お
、
こ
の
中
で
も
Ｐ

２
Ｐ
保
険
に
つ
い
て
は
、
前

著
刊
行
後
に
学
説
に
お
い
て

議
論
が
深
め
ら
れ
て
い
る

が
、
本
書
で
は
こ
の
議
論
を

踏
ま
え
た
上
で
の
さ
ら
な
る

検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
よ
り
学
界
で
の
議
論
の

深
堀
り
が
期
待
さ
れ
る
。

　
一
方
、
本
書
で
追
加
さ
れ

た
新
し
い
項
目
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
第
３
章
で
は
ス
マ

ー
ト
・
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
保
険

を
取
り
上
げ
て
、
契
約
上
の

論
点
や
問
題
点
を
分
析
し
て

い
る
。
こ
こ
で
い
う
ス
マ
ー

ト
・
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
と
は
、

契
約
締
結
や
契
約
履
行
が
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
自
動
化
さ

れ
た
契
約
を
い
い
、
本
書
に

よ
れ
ば
、
保
険
契
約
に
導
入

さ
れ
た
例
と
し
て
震
度
連
動

型
地
震
諸
費
用
保
険
な
ど
が

あ
る
と
す
る
。

　
次
に
第
５
章
で
は
、
保
険

引
受
に
お
け
る
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
Ａ
Ｉ
分
析
の
利
用
の
問

題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
こ
の
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
Ａ
Ｉ
で
分
析
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
判
明
し
た
間
接
的

な
リ
ス
ク
関
連
要
因
を
用
い

て
保
険
引
受
を
行
う
際
の
保

険
法
上
の
問
題
、
具
体
的
に

は
、
告
知
義
務
、
危
険
増

加
、
危
険
減
少
に
係
る
規
整

を
検
討
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
第
６
章
で
は
マ

イ
ク
ロ
保
険
を
取
り
上
げ
て

い
る
。
マ
イ
ク
ロ
保
険
と

は
、
低
所
得
者
向
け
の
保
険

料
が
少
額
で
保
険
カ
バ
ー
が

小
さ
い
保
険
商
品
で
あ
る
。

日
本
で
は
マ
イ
ク
ロ
保
険
は

ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
が
、

本
書
で
は
、
イ
ン
シ
ュ
ア
テ

ッ
ク
の
進
展
に
伴
っ
て
付
加

保
険
料
部
分
が
劇
的
に
低
下

す
れ
ば
今
後
は
普
及
の
可
能

性
が
出
て
く
る
と
す
る
。
そ

の
上
で
、
そ
の
際
生
じ
得
る

保
険
契
約
法
お
よ
び
保
険
監

督
法
上
の
論
点
を
検
討
し
て

い
る
。

　
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
は
実

に
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
持
っ

て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
本

書
に
よ
っ
て
イ
ン
シ
ュ
ア
テ

ッ
ク
に
関
す
る
法
的
論
点
が

網
羅
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い

こ
と
は
本
書
で
も
認
め
て
い

る
。
し
か
し
、
前
著
か
ら
さ

ら
に
検
討
範
囲
が
広
が
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
本
書
の
意
義

が
大
き
く
増
加
し
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
新
技

術
に
お
け
る
ま
だ
発
生
し
て

い
な
い
法
的
問
題
の
検
討
に

お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
論
点

の
設
定
自
体
が
大
き
な
課
題

で
あ
る
が
、
本
書
で
は
、
著

者
の
優
れ
た
想
像
力
、
洞
察

力
に
よ
り
、
的
確
な
論
点
設

定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
書

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
論

点
は
わ
が
国
で
は
先
行
研
究

が
乏
し
く
、
従
っ
て
、
本
書

は
こ
の
分
野
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
と
い
え
、
学
界
に
お
け
る

こ
れ
か
ら
の
議
論
の
起
点
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
そ
の
意
味
で
、
本
書
は
保

険
法
学
の
学
術
書
と
し
て
研

究
者
に
と
っ
て
必
読
の
文
献

で
あ
る
が
、
保
険
実
務
家
に

と
っ
て
も
現
在
進
行
形
の
イ

ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
の
さ
ま
ざ

ま
な
側
面
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
る
有
益
な
書
物
で
あ

り
、
一
読
を
勧
め
た
い
。

　
ち
な
み
に
、
本
年
改
訂
予

定
の
「
損
害
保
険
市
場
論
」

の
テ
キ
ス
ト
に
も
、
本
書
を

参
考
文
献
と
し
て
載
せ
る
予

定
で
あ
る
。
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優
れ
た
想
像
力
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イ
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を
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ぐ
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法
的
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点
』
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近
頃
、
気
に
な
る
こ
と

が
あ
る
。
日
本
経
済
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
他
国

に
負
け
て
い
る
。
産
業
界

の
衰
退
が
感
じ
ら
れ
る
。

技
術
革
新
力
が
落
ち
て
い

る
か
ら
だ
。
こ
の
こ
と

は
、
日
本
国
内
よ
り
も
、

外
国
で
見
て
い
る
方
が
よ

く
わ
か
る
。

　
例
え
ば
、
今
日
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
は
生
活
に
欠
か

せ
な
い
必
需
品
で
あ
る
。

だ
が
、
米
国
、
韓
国
、
中

国
製
が
牛
耳
っ
て
お
り
、

日
本
の
影
は
な
い
。
負
け

て
い
る
の
は
ス
マ
ホ
だ
け

で
は
な
い
。
30
年
前
に
ド

イ
ツ
の
家
電
販
売
店
に
行

く
と
、
日
本
の
テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
、
掃
除
機
な
ど
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
今
で

は
韓
国
、
台
湾
、
中
国
の

製
品
が
中
心
で
、
日
本
の

製
品
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
く
な
っ
た
。

　
欧
米
で
は
、
将
来
の
車

の
主
流
は
バ
ッ
テ
リ
ー
だ

け
を
使
う
Ｂ
Ｅ
Ｖ
に
な
っ

て
い
る
。
２
０
３
５
年
以

降
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
も

含
め
た
内
燃
機
関
車
の
新

車
販
売
は
禁
止
に
な
る
。

ド
イ
ツ
で
は
、
政
府
と
自

動
車
業
界
が
一
丸
と
な
っ

て
Ｂ
Ｅ
Ｖ
の
普
及
を
推
し

進
め
て
い
る
。
日
本
は
出

遅
れ
た
。
新
た
な
「
産
業

の
コ
メ
」
特
殊
半
導
体
の

世
界
で
も
、
リ
ー
ド
し
て

い
る
の
は
台
湾
や
米
国
。

日
本
企
業
は
水
を
開
け
ら

れ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

開
発
競
争
で
日
本
は
敗
北

し
た
。
以
前
か
ら
欧
米
諸

国
は
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン

を
重
視
し
、
基
礎
研
究
に

助
成
し
て
い
た
。
こ
の
た

め
、
ド
イ
ツ
、
米
国
、
英

国
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起

き
て
か
ら
１
年
足
ら
ず
で

ワ
ク
チ
ン
を
開
発
で
き

た
。
日
本
政
府
は
ｍ
Ｒ
Ｎ

Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
重
要
性
を

認
識
せ
ず
、
こ
の
研
究
を

助
成
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
韓
国
、
中
国
、
台
湾
の

方
が
日
本
よ
り
も
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
積
極
的
だ
。
日

本
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
デ

ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
は
、
乗
車
の
１
カ
月

前
に
な
ら
な
い
と
切
符
を

予
約
で
き
な
い
上
、
深
夜

・
早
朝
に
は
切
符
の
検
索

が
で
き
な
い
。
原
則
と
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
Ｅ
チ

ケ
ッ
ト
を
買
え
な
い
。
ド

イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
で
は
24

時
間
、
自
宅
で
切
符
を
印

刷
し
た
り
ス
マ
ホ
に
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
た
り
で
き

る
。
外
国
で
作
っ
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
使
え
な

い
こ
と
も
あ
る
。

　
労
働
時
間
や
有
給
休
暇

に
関
す
る
日
本
の
労
働
条

件
は
、
欧
州
に
比
べ
て
悪

い
。
有
給
休
暇
の
消
化
率

は
ド
イ
ツ
の
半
分
で
あ

る
。
年
間
賃
金
水
準
は
韓

国
よ
り
も
低
い
。
欧
州
の

一
部
の
国
で
は
、
賃
金
水

準
の
上
昇
に
合
わ
せ
て
公

的
年
金
の
支
給
額
を
増
や

し
て
い
る
。
日
本
で
は
、

国
民
年
金
の
支
給
額
が
逆

に
減
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
で
は
、
外
国
の
優
秀
な

頭
脳
、
人
材
は
日
本
に
集

ま
ら
な
い
。
彼
ら
は
、
賃

金
や
労
働
条
件
が
日
本
よ

り
も
良
い
国
に
行
っ
て
し

ま
う
。

　
23
年
は
、
日
本
の
針
路

を
大
き
く
変
え
る
べ
き
年

な
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ

か
ら
生
ま
れ
て
く
る
、
日

本
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
。
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